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小 し が 折り 重なる 紀伊 山地 の 
奥深 く の 熊野 。 古 より 神々 が 集 
時間 まる 聖地 と され 、 多 く の 巡 礼 者 
本 時 還 た ち が 踏 み し め た 道 を 、 古 道 の 
、 さ 呈 語り 部 と 歩き ます 。 


ヶ ゴ 伊 半島 南部 、 険 し い 山々 
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熊野 古道 写真 提供 : 公 益 社団 法人 和歌 山県 観光 連 避 
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古道 語り べ 熊野 赤 リ ュ ッ クス タッ フ ( ガ イド ) 音 か > が 
二 音 放り べ 能 最 夫 り ュ ュ ッ フ (ガイド) っ 
百 忠 語 リ べ 熊野 赤 リ ュ ッ クス タッ フ ( ガ イド) 、 
近 串 王 子 ( ち か つゆ お うじ ) 


| わか りや すい 、 た の し い 、 な る ほど 」 に 至る 、 語 り を 中辺路 ルー ト の シン ボル と も 
モッ トー に し て ふる さと 熊野 を ご 案内 。 行 程 の 最後 に いえ る 牛馬 に 乗っ た 童子 の 熊野 古道 の 要 所 で あり 、 五 体 王 子 の 次 に 重要 と され た 王子 。 日 置 川 に 架かる 
は 当 プ ラン オリ ジ ナ ル の 熊野 本 宮 大 社 の 御朱印 を 石像 。 高 さ 約 50cm 程 で 明 北野 橋 を 渡っ て すぐ の 所 に 近 釧 王 子 之 跡 と 刻ま れ た 目 然 石 の 婦 が ある 。 江 戸 
お 付け し た 特別 な 踏破 証明 証 を お 渡し いた し ます 。 治 時 代 に 作ら れ ま し た 。 時 代 に 宿場 町 と し て 栄え た 、 近 露 の 里 の 原 風景 が 広がり ます 。 


(お お ゆ の は ら ) 
神 が 舞 い 降 り た と さ 
れる 地 。 音 無 川 と 熊 
野川 の 水 の ア ニ マ 
が 集め た 肥 決 の 大 地 
「 旧 社 地 大 斎 原 」。 
その 入口 に は 、 日 本 
ー の 大 鳥居 が 旅人 発 心 四 王子 
を 迎え ます 。 発 心 門 王子 (ほっ し ん も ん お うじ ) 


大 氷原 (お お ゆ の は ら ) 「 菩 提 心 本 を 発する 門 ] と いう 意味 で 、 熊 野 大 社 の 聖域 の 入口 と され ます 。 








昼食 (2 日 目 ) 


ME 高菜 の 浅 漬け の 葉 で くる ん だ 郷土 料理 
2 8 eo の 浅 漬 け の 葉 で くる ん だ 料理 の 
犬 拝 王 子 ( ふ し お が みお うじ ) か る 山々 ana 

伏 揚 bo ( さ し お が メ お うじ ) カ ら 広 が る 山 マ め は り ず し を は じ め 、 季 節 の 野菜 や 女将 さ 


昔 の 旅人 が 初め て 熊野 本 宮 大 社 を 遠く に 見 て 、 伏 し て 拝ん だ と いう 伏 拝 王子 。 「 大 斎 原 ] の 大 鳥居 を 望む こと が で きま す 。 ん が 山 で 摘ん た 山菜 を 使っ た お 弁当 。 
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